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１
ここに紹介したいのは、モスクワ・プーシキン博物館所蔵のエジプト第19王朝初頭（セ

ティ１世の治世か）のプタハモーセの碑の断片
（注１）

です。石灰岩製で、銘文部分を残して上部

は失われています。現存長は、縦59cm・横45cmです。出土地は、銘文11-12行目のソカ

ル神の祭礼の記述からメンフィスと推定されています。

古代エジプト文化史における供養碑について、概要を述べると、初期王朝期の最初の形

は、横長の長方形の板の中央部に故人の彼岸での食事を描くものであったようです。椅子

に座る故人は手を伸ばすだけで、決して供物卓には触れないという決まりがあったようで

す。

第３～第４王朝になると、偽扉という形になり、その中央やや上に彼岸の食事の浮彫図

が置かれます。戸柱と方立の４本の柱と、楣と冠木の２本の横木には銘文が刻まれるが、

殆どが、供物を願う呪文（ヘテプ・ディ・ネスゥト書式
注２

）と故人の称号・役職と名前です。

それで、この種の葬祭石碑は、情報は不充分ながら「墓碑銘」とも言えます。妻子が描か

れることもあり、偽扉の扉部分に故人と同大に向かい合って彫られるのもまれにあります

が、柱を何分割化して、本人と息子、妻と娘が描かれていたりします。

第６王朝末期から第一中間期になると、浮彫や銘文の構成にやや自由なレイアウトが見

られますが、本質は変わりません。古王国時代供物卓の上にはスライスされたパンが立て

て並ぶだけであったのが、他のパンや肉・鳥・野菜などが山積みになります。中王国にか

けて、偽扉は少なくなり、第12王朝の中頃には扉とは言えないほど小さく（高さ60cm位）

なって、消えてしまいます。

中王国の初期から偽扉の形をとらない石碑は、供養碑と呼びます。相変わらず供物を願

う呪文（ヘテプ・ディ・ネスゥト書式）と故人の称号・役職と名前ですが、碑文のトップに

王の治世年が刻まれる石碑も現れます。この時代の作品が後世の古典となったように浮彫

も文字も実に美しい。ヒエログリフの文字は勿論、一字一字彫っているのですが、まるで

ハンコか活字のように（粘土でないので無理な話）同じ字は同じ形に彫ってある。この時代
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図　プタハモーセの碑（断片）と訳文
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以降、葬祭・埋葬・供養の神はほとんどオシーリスだけになり、アビュドス巡礼のエピソー

ドなども、定型化されて、供養碑に刻まれるようになります。浮彫の絵も左側に妻と並ん

で椅子に座る故人の前に供物満載の供物卓が置かれ、右手には長男を先頭とする家族が並

ぶのが普通になります。

新王国の前半、第18王朝の中頃、葬祭石碑の歴史に革命的なことが起きます。王以外の

者が神に直接参拝し、供物などの祈願を行うという供養碑が出現するのです。それまでは、

石碑の上段で神と対面するのは王だけで、石碑の制作者は、石碑の最下段で、妻とともに

（手を合わせているだけ、と言うのは日本語的表現で、実際は）両手の手のひらを相手に向

けています。その新しい風潮の早い例として、トトモーセ３世の晩年ごろ、王の軍隊の「軍

旗持ち」のマイエンヘカウ（支配者たちのライオンの意）は、石碑
（注３）

の最上段で左側に座るオ

シーリス神に参拝し、右側に座るプタハ神には息子（彼の軍隊を救う者という名前）を伴っ

て参拝しているのです。その祈願の内容は、彼の千年前から変わらぬ「ヘテプ・ディ・ネ

スゥト書式」（供物下さい！）です。

同じ第18王朝の中頃から、太陽神レーへの讃歌を刻んだ大きな石碑を捧げて跪く姿の「石

碑持ち像
（注４）

」も現れます。レーがアムーン神と合体したカルナックのアメン・レー神への讃

歌の石碑を持つ像もあり、読んでみるとアケナテンのアテン讃歌によく似ています。共に

太陽神ですから、当然です。このように讃歌であれ、供物の要求であれ、王以外の人間が、

神に直接話せるという風潮が第19~20王朝（ラメセス朝）に蔓延します。

本稿の主題のプタハモーセの碑もこの時代の産物で、冒頭アムーン、オシーリス、ア

トゥーム・ハラクティに挨拶するが、後は専らアトーム・ハラクティという太陽神に直接
3 3

語りかける。

この様な風潮の中でアケナテンが始めたアテン信仰の趣旨は「アテンを知るのは王であ

る朕、だから国民よ、朕を崇拝せよ」というのですから、時代にまさに逆行していました。

通史などでよく「アマルナ革命」と呼ばれましたが、今や「偽預言者」とさえ呼ばれるア

ケナテンの新宗教は「アマルナの反革命」だったのです。

２
さて、冒頭に紹介したプタハモーセの石碑は、「神と話せる時代」に自分の思うことを

正直に神に話していると実感できる讃歌であり、それに続く感情の吐露と評価できる資料

と信じて、以下に内容を和訳で紹介したい。（１）～（13）は原文の行頭を示しますが、語順

が全く違うので厳密ではありません。
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（１）〔・・・・・アムーンに賛美を捧げまつる〕

筆者は神名・人名などは出来るだけ原音に近い表記
（注５）

をすべきと考える者です。この

神名は古代エジプト語の後裔コプト語に拠る。

（２）永遠の支配者ウネンネフェルよ、声正しきプタハモーセが申します。

ウネンネフェル（オシーリスの別名）は根拠がないので、便宜的な読み方。人名の○

○メスは、ギリシア語の○○モースィスですから、この下エジプトなまり（エがイ

になる）のギリシア語から、問題なく○○モーセと復原できます。トトモーセもア

ハモーセも同じ要領です。　

あなたに挨拶、（３）あなたは輝いて効果抜群、アトゥム・ハラクティよ。

アトゥム神は神々の父と呼ばれる古い神ですが、ここでは翌朝の再生まで冥界を旅

する疲れた老人の姿です。ハラクティは「地平線の」で、そこから復活し、そこか

ら冥界の旅に出るのです
（注６）

。

あなたは輝き、輝き出でて昇り、昇る、（４）バヒの丘から。

バヒの丘は日の出の地点。

あなたは天を渡る、良き（５）そよ風で。破壊の海は穏やかになる。

　　破壊の海は、危険な海の砂州。
　

　あなたは（６）喜悦して空を横切り、夜の聖船は攻撃して来た者を滅ぼした。

　
邪悪な聖霊は（７）修羅場で倒され、あなたの敵は（８）すべて倒された。

　ヌウトはあなたにお
ニ イ ニ イ

辞儀をし、セルキトの（９）両腕は毎日あなたを抱き寄せる。

nynyニイニイを原著者はbeckonと英訳しているが、これは手のひらを上に向け、

指だけで「こっちへ来い」という仕草です。nynyは辞書には「挨拶する」とあり

ますが、壁画などでは、両手のひらを相手に向けて、膝の前方まで下げるポーズで

す。挨拶など、敬意や歓迎の意をこめてお辞儀する動作です。手のひらの向きだけ

が反対ですが、日本のお辞儀とそっくりです。

ここまで、４つの２行連句（対句）の８行になるが、２と２で４、４と４で８という構成

は古代エジプト人の最も好む詩や歌の形式です。アムーンやアトゥムの名を借りています

が、中身はよく知られた太陽神レーへの讃歌で、第18王朝中頃から王以外の個人が神に捧

げられるようになった讃歌です。
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３　
ここから碑文は、プタハモーセの私

わたくしごと

事になります。多くの例では、太陽神の聖船の一行

に加えてほしいとか、古王国以来の究極の願望：供物を供えてほしいとかある中で、プタ

ハモーセの願いはささやかです。

　私にあなたが輝き昇るお姿を見せて下されば、

　私の心は、あなたに定めていただいた供物で（10）満足しております。

そして、筆者が感心してしまったプタハモーセの言葉：

　わが霊
バ ー

魂は天に、わが骸
むくろ

は冥界に、

　
　（11）わが像はト・メリに無事におります。

この２行は、古代エジプト人の死・ミイラ・葬送・墓・魂・復活について、我々３千年

後の人間にも、非常に分かりやすく述べています。非常に珍しい表明です。自分の死につ

いて、軽く、冗談っぽくさえ聞こえる言い方です。言葉遣いを検討してみると自虐的とさ

え言えます。

「霊魂」と訳せる語はいくつかありますが、ここでは「バー」です。『死者の書』の挿絵

などでは、首から上だけ本人たちの顔のつがいの鳥になって、下界の家族を見守ったりし

ています。現代日本でも、親を失った子供に「お母さんは星になったんだよ」「きっと空

のどこかから君を見てるよ」と慰めたり、まとわりつく蝶に亡き父を感じたりするのも、

我々もバーのようなものをどこかで信じているからでしょう。しかし、プタハモーセは、

鳥の姿で家族に会いに来ようという気は、全くないようです。この「わが霊
バ ー

魂は天に」は「天

のどこにいるのかわからない」というニュアンスが感じられます。どうでもいいとでも言

いたげです。

遺体についても全く無関心です。遺体を指す語はここのヒャエトの他にないようですが、

少なくともミイラにはしてもらっているでしょうから、何か言い方がなかったのでしょう

か。辞書にはサァフ「ミイラ」という言葉があります。和田浩一郎氏の『古代エジプトの

埋葬習慣』には、

「遺体となった肉体は「カト」と呼ばれるが、ミイラ処理された遺体には「サフ」

という別の呼称が用意されていた。サフは埋葬のための適切な儀式が施された遺体

で、来世での再生のためにカアやバアが宿ることができるのはこのサフだった
（注７）

」
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とあります（引用文中のカトは筆者のヒャエト、サフも同じくサァフ）。ヒャエトは、「陛

下の反逆者に墓はなく、その死体は川に投げ捨てられる
（注８）

」の「死体」と同じ言葉です。ま

た、一応「冥界」と訳しましたが、ドゥワトは「墓の深い奥底
（注９）

」とも訳せる語です。

このプタハモーセの石碑は、冒頭の深い信仰心が見られる太陽神讃歌から始まりますが、

これは決まり文句の丸写しの可能性もあります。それに続く供物の量について「あなたに

定めていただいた供物で満足しております」という謙虚で殊勝な言葉は、あまり類例がな

いように思います。自分の死後の魂や遺体にさえ無関心な人は、供物の量などまるで意味

のない問題なのでしょう。

次の文は、一転して明るい調子です。「わが像」というのは、家族や友人が参拝する言

わば墓の応接室に置かれる彫像です。複数作られ、墓の奥底の埋葬室にも棺の側に置かれ

ていたりもします。この像がまだこの世に無事に（または：しっかりと、確固として）立っ

ている（から、安心だ）と言っているようです。

通して、筆者の解釈で意訳してみると、「霊魂は鳥の姿でどこかの空を勝手に飛びまわっ

ている、遺体は深い墓の奥底（復活しても出られるわけがない）、だけどこの世にはまだ、

私に生き写しの彫像が無事に立っている。これで安心して死んでおれる」というわけです。

ト・メリ（ギリシア語：ティムリス）は「豊穣のエジプト」という意味で、倭国を豐葦原

の瑞穂の國というような美称です。「この世」は「エジプト」のことです。エジプト人の

「この世に再生・復活したい」というのは、「このエジプトで生まれ直したい」という意味

なのです。エジプト以外は「この世」ではないのです。『シヌーヘ物語』という文芸作品

の主人公が、最後にエジプトで死にたいと願うのも、エジプトで死んで、エジプト式の埋

葬をしてもらって、エジプトで復活したい、ということなのです。

プタハモーセはこの世に何の未練もなさそうなのに、なぜこの世＝エジプトをト・メリ

という美称で呼ぶのでしょう。なぜ自分の彫像だけを自分の支えにするのでしょう。

４　
　ソカルの日、（12）彼はホールスの従者のように、メンフィスの城壁を歩き回れるのです

ソカルは葬祭の神。「彼」は、前文を受けて、「彫像」です。「ホールスの従者」は

正しい人の意。

　朝からニンニクを首に掛けて、（13）オシーリスのカーのために福者〔として？〕

動詞チェスから見ると「首に結んで」かも知れない。文末は何か欠語があるか混乱

があるらしい。「福者」は筆者がイマクゥ（祝福された死者について尊ばれる人）の
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訳語に使っている語です。古くは王の家臣として長年王家に尽くした人の老後の面

倒をみる制度
（注10）

（推定）の名残として、特に古王国時代にギーザやサッカーラなどにマ

スタバを造る資格を持つ者の称号として残ったらしい。ここは文が混乱しているの

で意味不明。

ここの数行を虚心に読めば、彫像も祭礼に参加できると言っています。そこには、復活

や再生の語はまったくありません。しかし、プタハモーセは再生も復活も興味がないので

すから、ソカルの祭だけは参加したいというのはよく分かりません。彫像を息子か誰かに

担がせてメンフィス中を回るのでしょうか。

首に掛ける、または首に結ぶネギ属の野菜をニンニクと訳しましたが、その理由は以下

のとおりです。ヒガンバナ科ネギ属には、タマネギ・ネギ・ワケギ・ニラ・ニンニクなど

があるが、知られているエジプト語の単語はヘジュウとイアケトだけ。ヒエログリフには

限定符というものがあり、同じ発音の単語でも意味が違うと語尾の限定符が変わる。早い

話が漢字の部首で、同じ発音の「寺」という字でも手へん、日へん、人べん等で、持・時・

侍など別の字、別の単語になるが、ヒエログリフでも同じしくみがあります。ところが、

ヘジュウもイアケトも草かんむりばかり。ただ、古王国時代のヘジュウは、ネギ状の野菜

の束を包んだ字が限定符になっている
（注11）

。これは供養碑の供物卓でよく見る野菜なので、調

べてみると殆どは根元にラッキョウのような膨らみがあるワケギと判り、ヘジュウの意味

のひとつがワケギと分かりました。これは、辞書のヘジュウの説明や用法の４項目の内、

①の「栽培される野菜で、パンや肉などの付け合せ、また薬味」に相当します。しかし、

②「独特の匂い･香りがあり、ソカルの祭で首に付ける」、③「治療薬になる」、更にまた「蛇

や悪霊に対する手段」となると、むしろニンニクかと思えます。ワケギとニンニクを同じ

語で呼ぶか、という問題もありますが、供養碑の供物の絵からのワケギ説も棄てがたく、

今はヘジュウの第１義は「ワケギ（分葱）」、第２義は「ニンニク（大蒜）」としておきましょう。

一方、イアケトはネギかニラか両方かというところです
（注12）

。供物の絵には、ただ多数の平

行線だけで書いた野菜の束もまれに見られるので、ネギかニラを描いたものかと思われます。

最後に、プタハモーセの称号（役職）と名前、

　財務局の守衛長プタハモーセ、声正し、福者。

破損しているとは言え、石碑や称号から見る限り、プタハモーセは中級程度の公務員だっ

たのでしょう。自分の死後について、こういう常識外れの人は、我々にいろんなことを考

えさせてくれます。

古代エジプト人は、本当に自分の魂は不滅で、いつか肉体も復活再生すると信じていた
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のでしょうか。

５　
冒頭に述べた古・中王国の偽扉/供養碑は、基本的に願文で、古い時期には

　　A　ナイルの西岸台地のネクロポリスに立派に埋葬されること

　　B　先輩の福者たちが歩んだ正しい道を葬列が通って行くこと

　　C　基本の供物（パン、ビール、牛、鳥、容器、布）が供えられること

の３点の願文でした。それが、次第にBの正しい道が消え、Aの立派な埋葬が消え、古王

国の終わりごろからは、ただただ膨大な供物の要求になります。偽扉や供養碑のメインの

彼岸の食事シーンも古い時代は卓の上にスライス・パンが並ぶだけでしたが、中王国以降

は、背より高い山盛りの供物になります。

関連して思い出されるのは、上級貴族の大型のマスタバの壁画も何もない多くの部屋で

す。ガイドは全室、供物の倉庫と言いますが、実際の食べ物が積み上げられていたとは思

えません。日本人の「言霊」に似た「絵霊」とも言うべき考え方があり、上記の山盛りの

供物の絵がある限り、供物はなくなりません。

古代エジプト人は、本当に復活・再生を信じていたのでしょうか。この墓という「永遠

の家」でいつまでも供物で過ごしていく…、のではなかったでしょうか。偽扉/供養碑の

願文は、古い時代は、「ヘテプ・ディ・ネスウト（王の恩恵）」「ヘテプ・ディ・アヌープ（アヌー

ビスの恩恵）」と、葬儀・埋葬・供養を認可する王と、遺体のミイラ化・葬儀などを司るアヌー

ビスが併記されていました。古王国の後半になる頃、冥界の王オシーリス神も併記される

ようになり、その後中王国以降は殆ど王とオシーリスになります。供物願文の最初の「ヘ

テプ・ディ・ネスウト（王の恩恵）」の４文字は型式的な冒頭句のようになり、願文の宛先

はオシーリスでした。その時代が長く続きます。時代や地域によって他の神々もオシーリ

スに併記されます。ただ、ヘテプ・ディ・ネスウトの４文字は、ローマ時代の供物台にも

化石的に残っています。

王族以外のエジプト人にとって、自分（あるいは遺族）がこの世に残せるものは偽扉/供

養碑です。石にヒエログリフ（象形文字）で刻んだ文章は、神に読んでもらうものです。人

間同士のやり取りは、公務でもプライベートでもすべて筆記体です。偽扉や供養碑を読む

筈の神々に、復活・再生の神はいるでしょうか。アヌービスは葬祭、オシーリスは西方浄

土での幸福、つまり冥福を保証する神です。偽扉や供養碑は墓碑銘であると同時に遺書の

ようなものです。その中に復活・再生の願いは書かれていません。永遠に供物が続くこと

だけを願っています。死んでいくエジプト人はだれも復活・再生を望んでいません。
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新王国第18王朝以降、貴族の墓には狩猟などの遊び、大人数の宴会のシーンが描かれて

います。これらはあくまで、この世の思い出アルバムです。一方、あの世の野辺で妻と二

人で畑を鋤いている絵、これはあくまであの世の情景で、あの世を研究する学問神官が作っ

た想像図です。古王国のピラミッド・テキスト、中王国のコフィン（棺柩）・テキスト、新

王国の死者の書等々は、あくまで「あの世学」の専門書です
（注13）

。繰り返しますが、偽扉や供

養碑は遺書のようなものですが、その中に復活・再生の願いは書かれていません。

（こやま・まさと＝当調査研究センター元職員）

注１　HODJASH, Svetlana, and Oleg BERLEV, The Egyptian Reliefs and Stelae, Leningrad, 1982, 

（カタログ番号）71, pp.121（photo）,123,126.　また、絶対年代は河合望『古代エジプト全史』雄

山閣　pp.277-281による。

注２　GARDINER, Sir Alan, Egyptian Grammar, 3rd edition, revised, London, 1957, pp.170-173

注３　『ルーヴル美術館所蔵古代エジプト展図録』2005　p.90

注４　注１文献、nos.52, 53, 55など。

注５　GARDINER, Sir Alan, The Transcription of Egyptian Proper Name, 注２文献　pp.434-437所収

注６　リチャード・H.ウィルキンソン、内田杉彦訳2004『古代エジプト神々大百科』東洋書林 p.100

注７　和田浩一郎2014『古代エジプトの埋葬習慣』ポプラ社  p.37

注８　SETHE, Kurt, Ägyptische Lesestücke, Hildesheim 1959, S. 69 

注９　FAULKNER, Raymond O., A Concise Divtionary of Middle Egyptian, Oxford 1962, p.310. 古

代エジプトでは以前からミイラが復活するという話と、棺が置かれるのは、深いシャフト（以

前は竪坑と言っていました。フランス語ではピュイ、井戸です。）の底で、そのあと瓦礫や土

砂で埋められるという話が矛盾しているようで、よく理解できませんでした。昔、書名は忘

れたが（たしかドラキュラとか…）という新書で、古今東西、死者が蘇って帰ってこないよう

にする努力がなされた。蘇るとドラキュラとかキョンシーとか、最近メジャーなゾンビとか

ろくなことにならないということを読んだ。エジプトの瓦礫で埋める深いシャフトも死者の

復活を防ぐ方法と今では理解しています。上野誠『万葉学者、墓をしまい母を送る』（講談

社文庫 2022）も参考になります。

注10　筆者が1970年代にルーヴル校でヒエログリフ・エジプト語を学んでいた頃、講師のJean-

Louis de Cenival先生に聞いた“推測”に、後年筆者の“推測”もまじえたもので、根拠となる資料・

文献等はない。「福者・福女」はカトリックの用語であるが、「聖人・聖女」と違って日常耳

にする日本語ではないので、以前から「イマクゥ・イマクゥト」の訳語として使っている。

注11　ERMAN,Adolf, und Hermann GRAPOW, Wörterbuch der Aegyptischen Sprache, III, Berlin 

1982, p.212; cf. 同 Die Belegstellen III, （手書き頁の）p.68.

注12  これはむしろ英語やドイツ語の問題で、ネギとニラをはっきりと訳し分けていないのが原因

です。辞書が編纂されていた100年前のロンドンやベルリンの八百屋にどんなヒガンバナ科
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ネギ属の野菜がどういう名前で売られていたかが問題です。

注13　筆者は、仏教系の学校に行ったわけでもなく、専門書を読んだり、修行をしたわけでもあり

ません。そんな普通の日本人の筆者は、父を亡くした時、四十九日の間に、寺の住職から法

話を何度も聞きました。父の旅、修行、成仏…。死んでからもたいへんなんだ、とは思いま

したが、信じることは出来ませんでした。
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